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通信装置

無線通信システム、
携帯電話システム、無線ＬＡＮ
電力付加効率の低下を抑制し、また変調誤差の増大を抑制して出力電力を低減さ
せることを目的とする。

本発明によれば、変調誤差が上限値以下である領域においてパルス幅変調にお
ける変調度を低下させているので、電力付加効率の低下を抑制し、また変調誤差
の増大を抑制して出力電力を低減させることができる。

本発明は、振幅が変調された高周波信号を出力する通信装置に関し、ベースバンド
信号発生器１は送信データから送信すべき変調信号を出力し、その変調出力に基
づいて定振幅位相変調器２が定振幅高周波信号を生成し、一方、振幅信号発生手
段７は、変調信号を受けてパルス幅変調に置ける変調度を低下させる振幅信号を
発生し、その振幅信号を受けてパルス幅変調器８は、振幅信号の振幅に比例した
論理パルス信号を発生し、スイッチング手段５はこの論理パルス信号によって定振
幅高周波信号を断続してバースト信号を発生してバンドパスフィルタ６から送信出力
を得ている。


